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９月１２日（土） 

アカマツ林整備 

１３：３０～15：３０ 

◆参加者：榊、静間、林、吉田、

川上、鎌田、川内、岩田（健・共）、

新地、神田、吉田、雪丸、井上、

今林、村上、知念、毛利 計１８

名 

◆内容：うん・え～会終了後にア

カマツ林の遊歩道周辺の草刈り

をしました。７月１２日以来の久

しぶりの作業でした。今日は、ア

カマツ林遊歩道周辺の草刈りと

近隣の萌芽枝の除伐ということ

で、参加者も多かったので、４～

５名の班で区域を分けて作業に

取り掛かりました。夕方から雨の

予報で、湿度が高かったので作業

中に汗が出て疲れました。しかし、

久々の作業で皆さん頑張っても

らい、予定どおりに遊歩道周辺が

綺麗になり、アカマツ林を散策さ

れる人が良い気分になるのでは

と思いました。作業終了後、Ａ地

区に置いていた残材を炭焼き小

屋まで運び終了しました。 

【ふりかえりより】 

・今回は久しぶりの除草作業で大

変でしたが、きれいに出来たので

良かったです。（毛利） 

・手入れをするとキレイになり、

手入れが継続されることの重要

度を感じました。（岩田） 

１０月４日（日） 

アカマツ林除伐 

９：３０～1６：３０ 

◆参加者：松雪、榊、林、川上、

岩尾、鎌田、静間、橋本、川内  

計９名 

◆内容：ミーティングに先立ち、

新しくできた森会の幟や腕章の

お披露目がありましたが、幟は

「さすがプロのデザイン」とうな

らせる素晴らしい出来栄えで、秋

晴れの空に緑がひるがえる様は

森会のイメージを彷彿とさせる

ものでした。ミーティングや道具

準備を終え、10時過ぎにはアカ

マツ林での作業に着手しました。

今日の作業は、3班に分けての作

業としました。榊班は、E地区に

おいて径 15cm 以下のリョウブ

やクロガネモチ、ネズミモチ等の

小～中径木を 7～8 本程度除伐

しました。急斜面での作業で、足

場の確保や伐材の遊歩道までの

引き上げにはかなり苦労しまし

た。静間班は、D地区の径 30cm

強のスダジイを除伐することと

しました。まずはスダジイ周辺を

きれいに整理し受け口切りに午

前中一杯、午後から追い口切りに

とりかかり、2時過ぎには伐倒が

できました。その後の材処理は全

員で奮闘し 3 時半過ぎまでかか

りました。鎌田班は、A～C地区

で、萌芽枝や丈の高い草を刈る作

業を行いました。急斜面上での中

腰作業であるため、思った以上に

シンドイ作業となりました。なお、

今日の作業でいつも休憩してい

る B 地区の広場から E 地区が見

通せるようになり、徐々にアカマ

ツ林らしくなってきています。こ

れからも「マツタケ狩り」の夢に

向かって頑張っていきたいと思

います。 

【ふりかえりより】 

・径 30cmのスダジイを 3人が

かりで伐採、やはり屋外の作業は

楽しいです。（林） 

１０月１８日（日） 

安全講習 

９：３０～15：００ 

◆参加者：鎌田、榊、林、国広、

橋本、岩尾、静間、新地、村山、

毛利、井上 計１１名 

◆内容：今日は、ミーティングル

ームでカブトムシの森とアカマ

ツ林の五か年計画の説明と伐倒

の準備、手順、安全対策について

説明し、作業の目的や意味を学び

ました。実作業については「森づ

くり安全技術マニュアル」森づく
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り安全技術・技能全国推進協議会

編を使いました。次に、道具の準

備、体操を行った後、アカマツ林

に移動し、鎌の使い方と実習を行

いました。昼食後は実際にヤマモ

モ、クスノキを解説しながら、準

備、周りの状況把握、伐倒方向を

決め、受け口、追い口を入れ伐倒

しました。最初の木は掛かり木に

なり、ロープと滑車を使い安全に

倒せました。適切な手順をとらな

いと危険な作業となる場合もあ

るため、今回のような勉強会は大

切だと思います。分っているよう

で忘れていることがいっぱいな

ので伐倒をする際には、皆で手順

を確認しながらの作業をしてい

きたいと思います。 

【ふりかえりより】 

・安全に作業するには皆が共通認

識することが大事だなと思いま

した。（新地） 

１１月８日（日） 

カブトムシの森整備 

９：３０～15：４０ 

◆参加者：川内、鈴木、国広、橋

本、吉田、井上、吉田、今林、林、

榊、松雪、静間 計１２名 

◆内容： 本日は、クヌギ間伐と

萌芽枝処理などを行い、榾木の確

保と下層植生の整備を行うこと

とした。雨の予報でどのくらい集

まるか心配でしたが、１２名の参

加となりました。A地区で３班に

分れて作業開始。午前中１班は休

憩小屋横の隣接する２本の内１

本を、２班は飼育小屋下の変形木

を伐りましたが、何れも背の高い

木で慎重な作業となりました。３

班はＢ地区との境界付近で枯損

木、常緑広葉樹などの除伐をしま

した。１班はかかり木となり、新

たにスコップなどが必要となり

ました。午後、１班はかかり木の

処理と新たに湿地上部のクヌギ

１本、２班もその隣のクヌギを１

本伐採、３班はＢ地区から上りは

じめた辺りでクヌギ２本、飼育小

屋裏のアカメガシワ１本を伐採

しました。アカメガシワは斜面上

部で道路脇でもあったので、監視

係をおいて安全に配慮しながら

作業を進めてうまく倒せました。 

【ふりかえりより】 

・初めてかかり木のリカバリー作

業を体験して、如何に大変かを感

じました。（橋本）  

１１月２１日（土） 

かんたん炭焼き体験 

９：１５～15：４５ 

◆参加者： 鎌田、岩尾、川内、

冨永 計４名 

◆内容：森会の活動をとおして、

森林の利用を参加者に楽しんで

もらうことを目的に「第 2 回森

を育てる入門講座」として、自然

観察センター主催で一般参加者

23人の参加で行われました。始

めのオリエンテーションで、遊ぶ

ことで「アカマツ林を守る体験を

しよう！」というテーマをかかげ、

まずはビデオにより森会の活動

の実際を見てもらいました。続い

て、活動説明会で恒例のネイチャ

ーゲーム「はじめまして」でアイ

スブレイク。緊張がほぐれたとこ

ろでアカマツ林へ。鎌田さんによ

るアカマツ林の案内後、除伐した

雑木の枝を参加者と一緒に運搬

して薪作りをしました。運搬は 2

往復もすると充分な量に。皆でノ

コギリを使って短く切りそろえ、

束ねて完成。キャンプ場まで子供

たちが薪を積んだリヤカー引き

をがんばりました。キャンプ場に

到着したらとりあえず昼食。昼食

後は炭焼き素材を缶に詰めます。

今回は缶に隙間なく詰める方法

で実施。たくさん詰め込んで缶内

の空気を押し出します。缶を針金

で十字に縛って、続いては火起こ

し体験をしてもらいました。冨永

さんに指導してもらいながら、松

葉やスギの葉の上に小枝を積ん

で、マッチで着火体験。何回かト

ライするうちに上手に火がつき

ました。缶を火にくべると、時間

があるので、あとは思い思いに焼

き芋をしたりツルかごを編んだ

りしました。炭焼きは、例年より

いっぱい詰め込んでいるから、火

力も時間もかかりました。1時間

ほど焼いたあと、煙の色が透明に

なりフタをあけると、生焼けもあ

りましたが、半分くらいは成功で

した。完成した飾り炭は、竹の輪

切りやツルかごに入れて持って

帰ってもらいました。子供たちは

楽しかった！と言ってくれたの

で良かったです。 

【ふりかえりより】 

・小学生と母親と企業から 3 人

参加。にぎやかで楽しい炭焼きと

なりました。とても良かったです。

（川内） 


